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審議会等の会議結果報告書 
【担当課】こども課 

 

会 議 の 名 称 第２回茅野市こども・家庭応援会議 

開 催 日 時 令和８年３月４日（水） 午後7時00分～午後９時0０分 

開 催 場 所 茅野市役所 ８階大ホール 

出 席 者 （ 名 簿 順 ） 

【委員出席】 

市川純章委員、永嶋陽子委員、奥原貴美子委員、伊藤深雪委員、竹内ひかり

委員、小澤佳奈委員、栁澤由加里委員、伊藤和巳委員、両角恭子委員、清水

正志委員（代理）、竹花顕宏委員（代理）、猿谷大和委員、伊藤美奈委員、小池

千恵子委員、森美奈子委員 

【市側出席】 

山田教育長、五味こども部長、井出健康福祉部長、守屋社会福祉課長、国枝

健康づくり推進課長、両角こども課長、笹岡幼児教育課長、渡辺学校教育課

長、野明こども係長、飯島こども係こども育成担当、樋口こども係主任 

欠席者（委員のみ） 原田正樹委員、町田德子委員、春山晴夫委員、矢﨑和広委員 

公開 ・ 非公開の別 公開 ・ 非公開 傍観者の数 0人 

議題及び会議結果  

発 言 者 協 議 内 容 ・ 発 言 内 容 （ 概 要 ） 

こども課長 

 

 

副会長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会進行 

 

 

1 開会 

 

 

２ 教育長あいさつ 

皆さんこんばんは。貴重な時間にお集まりいただき誠にありがとうござ

います。今日の会議事項は次第にありますように３つあります。令和７年

度開催された専門委員会報告になります。私たちとすると、来年度も専門

委員会が必要だと考えているわけですが、継続についてのご意見を伺えた

らと思います。それから２つ目の子育て支援事業計画の修正。これは誰で

も通園制度が新たに入ったということの修正になります。それから３つめ

は地区こども館あり方検討委員会。平成15年から16年にかけて、10地区で

図書館の分室に併設される形で地区こども館が作られました。そしてどん

ぐりメイトさんには大変ご苦労いただいているところであります。ただ、

コロナを通す中で40％子どもが減ってきたり、利用形態が変わってきてい

るというような状況があります。そうした中で、地区こども館をさらに良

くしていくにはどうしたらいいのか、今後どうしてったらいいのか、或い

は、将来的なあり方、そんな点について、今年度様々な聞き取りをしたり

アンケートして参りましたのでその報告になります。委員の皆様を中心

に、これからについてご意見出していただけたらと思います。どうぞよろ

しくお願いします。 

 

―以降は市川会長が進行 
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こども係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども係長 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

３ 会議事項 

(１)審議会等の会議の公開の確認 

【資料１】茅野市審議会等の会議の公開に関する要綱に基づき説明。 

 

本日の会議を公開とすること、会議録の公表を市ホームページでおこなうこ

と、公開する議事録の発言委員の氏名を「委員」として記載して公表してよい

かを委員へ確認。 

 

― 承認 

 

（2）第４次茅野市こども・家庭応援計画 専門委員会報告 

【資料２】により専門委員会について報告。 

 

 専門委員のメンバーから一言づついただきたい。最初は、どんぐりプランの原

案を見るのかどうかという議論もあったが、結局作っていく中でできていくこと

だろうと。専門委員でできるのはどういうふうに作っていくのがいいのかとか、

何で作るのかという理念のところは、たたき台を出すのがいいだろうねという

ことを話してきた。あとは指標の話も出ていましたが、指標を作ると、目標にう

っかりするとなってしまうので手段と目的がどっかで入れ替わるみたいなこと

があったりする。指標は見えている状態だが何を見ようとしたかというのも、議

論しました。 

 

 参加させていただく中で、ちょっとずつ見えてくるものも出てきたのではない

かなという感じです。例えば、何をとか、具体的にどんなことをとか、子どもをと

いうようなご意見をたくさん出していただいたかなということ。それから、いず

れきちんとした形になってプランができるわけですが、それを誰がどうやって活

動しているのかとか、これをどうして、どうやってチェックしたほうがいいのでは

ないのかとか、みんなの気持ちなどの状況を重ねていこうというような意見が

出て、とても楽しかったかなという気持ちがします。 

 

 専門員会を通して感想になってしまうが、感じたことを伝えたいと思う。それ

ぞれの地域によって課題が違ってくるのかなというところを感じました。だから

こそ第２回のところの報告にも上がっているように、現在子育て中の保護者や

子どもたちの声といったところ、生の声がやっぱ必要になってくるのかなと感じ

ました。それからもう１点、私が感じたことは、市内に住んでいるのは、日本人

だけではなく、外国人、多国籍の方もいるというところを念頭に置い入れて、こ

れからのどんぐりプランに向けて、考えていくべきではないかなというところを

ちょっと感じました。 

 

 私も４回、参加させていただいて、最初のどんぐりプランが作られたときのこ

とをお聞きして、難しいなと感じた。私自身は、時代がどんどん変化している中

で、見直しというのは絶対必要になるというのは感じていました。その中でもや

っぱり子育て世代の、生の声とか、子どもたちの声とか、今何が必要なのかと

かを、ヒアリングするという意見を聞くということはすごく大事なことなのではな

いかなということ。前のものを見てみると、今やっているのかなということとか、

重複しているものとか、何か見受けられるようなものもあるのではないかなと
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育課長 

 

委員 

 

 

 

幼児教育課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

幼児教育課長 

 

いうふうに感じることがありまして、今必要とする今の実態に合わせたものに

変えていく時代だと思うので、このどんぐりプランでも今に合ったもの、その声

を聞いてもう一度考えていくということが大事なのではないかなということを、

４回を通して感じることができました 

 

 今までのプランというのは場づくりだとか、コンテンツというようなやる内容が

ちょっと大きかったという話がありまして、もちろんフォローアップの体制もあっ

たりしたが、それをする人たち、提供する人たちはいるのかとか、時間はあるの

かとか、或いはそれに来る子どもたちは時間があるのかとかそのような他の状

況も見ないといけないと。結局やることをいっぱい掲げても、できなかったで終

わってしまう。就労形態も変わってきているということで、事業者企業の人たち

もこのプランところには関わっていかないと、多くの時間を仕事で使っているわ

けですから何か働き方改革とは言うが実態はどうなのかなとかそういうのも見

ていかなければいけない。やることだけを掲げてもできない事情が何か、その

家庭環境だとか地域環境との整えを見ていかないと、実現しないというような

ことが課題であったりしました。それをどうプランの中に入れていくのかという

ところは課題かなと。 

 

 先ほども少しお話しましたけれども、専門委員会という話し合いは初めて始

めたことですので、何となく概念的な話になってしまって、こういう方がいいよ

ねと話が出ますが、それどうやって進めるというところになかなかちょっと深め

ていくことが会議としてできていなくて、これからもう少し深めていきたいと思

っております。来年度も引き続き専門委員会という小さな単位の中で話し合い

を行い、引き続き行っていきたいと思います。もしご意見があるようでしたらい

ただければと思いますのでよろしくお願いします。 

 

―意見等なし 

 

(３)第三期茅野市子ども・子育て支援事業計画の修正について 

【資料３】により、修正について説明。 

  

 こども誰でも通園制度は、その子どもの立場でのものであって、保護者の都

合での一時預かりとは違うということですが、参加する場合には、親も同伴す

ることになるのでしょうか、それとも子どもだけが預けられる形になりますか。 

 

 子どもだけ預かる予定でおります。ただ、慣れていないものですから、初めの

うちは親子通園も可能とはしておりますが、いずれはお子さんだけをお預かり

という形をとります。 

 

 その場合には、０歳から３歳の未就園児までということになるんですけど、親

御さんが専門的な知識のある方たちと関わる中で、親育ちも期待ができるとい

うことですよね。そうすると、預けたら預けるだけではなくて、そこでその保育

士さんたちと、話をしたりすることで、不安解消したりとかそういうことにつなげ

ていくという目的もあるということですか。 

 

 はい、その通りです。 
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会長 

 

 

 

 

こども係長 

 

会長 

 

 

こども係長 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 こども係長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育園は条件があるから、条件のない保育園だけども時間は１ヶ月10時間

みたいな、そういうことだったというふうに、この資料の図が空白を埋めるよう

な制度であるという話であると解しています。 

 

(４)地区こども館あり方検討報告について 

【資料４】により、あり方検討について報告。 

  

 このあり方を検討して、決定して実施するとしたときにその決定はどこで行わ

れるものになりますか。 

 

 ご意見を出していただくのは、各地区の運営委員会になりますが、最終的な

決定は市として行っていくことになります。 

 

 決定は行政の執行範囲であるとしたときに今度は、どういうふうにしていくか

ということに市民がどれだけかかわれるかがあるかというのはどのように考え

ていますか。今のままだと、メイトさんは関われるけど、それ以外の人が関われ

る様子がちょっと感じられなかったがその辺もどのような予定でいますか。 

 

 

利用者等にはヒアリングを行って参りましたし、一番地区こども館に関わっ

ているのは地区こども館運営委員の皆さんです。そこには丁寧に説明を進め

てきましたので、ご意見もいただいているというところです。逆に言えばその地

区こども館を利用しない人たちからご意見をいただくということは、どこの公共

施設もそうだと思いますが、難しいところだと思います 

 

プロセスの話で利用していない人は、知らなかったという機会損失があった

のか。利用したくてもできない何かあったのかとか、その使ってる人は使える人

が使っているということで使える人の意見だけで決めるというのもという考え

方もあったりするので、聞けていない意見とは何だろうかというのも、考えた上

で決まると納得感がでると思う。どんぐりプランの策定と同じで、策定に関わっ

た人は決めていくだけではなく、委員は策定に関わり、プロセスに関わるとする

と、どうやってその意見を聞いていこうかということも言っていいのかなみたい

な感じもあるので、そこを拡大していくような余地があるのかというところで

す。 

 

追加で５番のところで、今日はどんぐりプランの推進に関わる意見交換とい

うことで、専門委員会の中でも出たように、世の中の変化というのを、やっぱり

意見交換した方がいいのかなというところで、僕自身が特にここを着目したら

いいかなと思っているのが、負担の変化とか、機会を損失している人達がいる

のではないかという話が出たらいいかなと思います。把握しているところで、１

つは、家庭応援計画、こどもプランに関わることとしては、今進行しつつある中

学校の部活の地域展開です。ここの会議では話題にはなっていませんが、春

先に質問しました。この間の説明によると、協議会がつくられて方針が決まって

来年度から動き出すということになってます。もうすでに一部の中学校では、

社会体育という形で部活とは違ったものが並立して動いているということがあ

ります。その中で感じたのは子どもが一旦学校から帰ってくる。そのあともう１
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

回自分の中学校に行くという、それが６時半から始まる。８時までとか７時から

始まって９時までという分、部活ではないが部活として拡張されている社会体

育のところはそうなっている。そこには、親の送迎をするということが増えてき

たりするとこれはその地域展開することによって、家庭の時間負担というのは

増えてくるんだろうなと思う。９時までやって帰ってくると、９時半10時ぐらいに

なりそうな感じがするが、そういった子ども側の時間の負担というのも起きて

いるのではないかなと。あとは金銭的な負担というのも増えていると聞きます。

そうすると、その負担が増加したことによって、部活を諦めた人たちが出ている

のではないかなと。このような状況の変化というのも、施策として打った以上は

きちんとチェックしていって是正をする必要があるのではないかなということ

で、協議会というのがどこまでそういったことを想定していたのか。その後、ど

んなふうにそこをチェックしながら、是正をしていくのかというところを聞いて

みようかなと思います。その負担の増加というのはどのぐらい見込まれての決

定になってますか。 

 

連続したような活動はやめましょうということで、長野県下一律で行っている。

今現状そのようにしているということ自体が、本来はないはずです。その負担

に対するチェックというのは、今回作られている協議会は、あくまでも茅野市が

部活を地域展開するときの基本方針ということで、例えば市の役割や、指導を

する者の役割です。団体を運営する子どもたちの役割であったり、その中で市

ができることはどういうことだろう。指導者としてできることはどうだろうという

ような役割も持たせている内容になっています。その中で、もちろん過度な子

どもたちの体に対する負担であるだとか、送迎だとか、それから活動するとき

の会費等々、それが各家庭に負担がかからないようにというような方針だけ

は、考えさせていただいております。ですからこの協議会自体は、基本方針を

策定するための協議会ですので、活動自体をチェックしていくような協議会、

そういう体制ではありません。 

 

 わかりました。なので、民間の習い事教室を選んでいく場合には、別にそれは

個人の自由ですが、学校側と市が協力して作ったとなるとそれがちゃんと機能

しているか。そういうのはやっぱり継続的に見ていくということが必要なのかな

と思った話題提供みたいなところです。それによって諦めてしまっている子が

いたとしたらその子たちにどういう機会提供っていうのが考えられるのかとか。

今は本章を決めたのであって運用のチェックしている。規制はないということ

なのでそこは注意していかなければいけないのかなというのが、話題になって

いて何をしていこうかというようなところに近くに反映していくようなことができ

ればいいかな、そのような意味合いになります。今みたいに多くなってもいい

ので皆さんが見えるところから、家庭とか子どもたちの負担とか何か状況が変

化しているのではないかと思われることとかそういったことを皆さんの活動或

いは、日常から見えてくるところを、この場で話題共有するということが１つい

いかなと思っていますので、何か皆さんのお気づきのところがあれば一言ずつ

気づく範囲でよろしくお願いいたします。また前回の順に、どんぐりプランの推

進を図るということで、皆さん方からこれは共有した方がいいような、情報とい

うのもありましたらあわせてお願いいたします。 

 

茅野市子ども会育成連絡協議会から 

 私も子どもが中学１年生でいるんですけれども、卓球に入っておりまして地域
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会長 

 

移行というところの話で、実はこれから３月15日に親子が集まって子どもも一

緒に、地域移行のところの部分について説明を聞くということにはなっていま

す。それに伴い卓球部の場合は外部コーチが来ていますので、その外部コー

チがやっているクラブのところが受け皿になる。詳細についてはこれから話が

あるというところの段階ですが、お母さんたちの中でも地域移行に伴い金銭的

なところの部分の負担だとか、送迎距離にもよりますが親がそこまで手がけら

れるのかなといったところの問題、そういったところが親の中でも課題として今

出ているところです。私もいろいろな疑問がありつつ、これから説明を聞いて

いく中でできる限り子どもがやりたいと言ったら、子どもの希望をかなえてあ

げられるようにしていけたらと考えています。 

 

茅野市主任児童委員会から 

 私はもう、子育てが終わってしまって、今の部活地域移行についてはすごく

興味はあるんですけど、実際にどういうふうになっているのかというのは実感

としてはなく、今こういうようなところでお話を聞いてなるほどなと思っていると

ころです。最近やっぱり子どもの数も減ってきているというこれも現実ですけ

ど、私が住んでいる地域は、泉野地区で本当に小さな地区です。子どもの数も

少ないし、今いろんな問題を抱えている地域ではありますが、先ほどのこども

館の話もそうですけが、いずれもどんぐりメイトさんはすごく一生懸命やってく

れていて、行事を計画したりとかということで子どもたちと、この時期にはこう

いうことをやろうとか、そういったようなことをすごく計画してくださっていて、

確かに人数が少ないので利用者というものは少ないんですけれど、今後どうし

ていくかなというふうには思っています。たまたま昨日会議がありまして子ども

に関わる行事、各地区ではやっぱり地区によって違っているという、これはもう

当然ですが、中にはこども館をあまり利用していないのかな、と思う地区もあ

るのかなということをそこで感じて、ただ10地区がどういうふうにこども館を利

用してやっているのかということはわからないので、何とも言えない。各地区に

よって違うというのはわかるんですけど、そこをうまく利用できないのかなとい

うのは思っています。こども館を使うのに、市の施設としてそこに建物がある。

子どものことだけで使うのではなくて、お年寄りとかその地域に関わるいろん

な人たちが何か使えることができるようになればいいのかなあなんていうこと

もちょっと思ったりするんですけど、使い道はどうなのかちょっとよくわからない

んですが、とにかく建物はいっぱいあるけれど、必要なのかどうか。確かにここ

の利用はどうなのかということは見直さなければいけない点ばっかりがたくさ

んあっても、当然運営するのは難しくなるでしょうし、漠然としているがもうちょ

っと何か集約するとかということも考えていかなければいけないかなと。あと

は、子どもの数が減っているということは、家庭数も少ないと思います。お母さ

んたちの話をいろいろ聞いてみるとやっぱり役職というか、役が多い。何かを

やると例えばPTAの会長をやらなければいけないとか、何々部の部長をやら

なければいけないとか、いろんな役が多くて、やりたくない。そうなると、人数が

多いところへ逃げていく、そうするとやらなくても済むという、なんか逆に過疎

が進むような、保護者の負担というものがものすごく問題になっているなって

いうのを感じます。何かそういうところをサポートできるというか、把握できると

いうか、何かいいことがあったらいいなと思っている。ありがとうございます。 

 

 こども館の利用の制限はありますか。年齢的な 
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 利用する方の制限っていうのは特にありません。地域の方に使っていただく

場所という形になります 

 

 それはどういう形で使っても大丈夫ということなんですね。そうすると、これ

からそういう運営協議会みたいなものが行われたときに、そういったことも議

論として出してみるというのも地区のあり方としてはあるということですか。 

 

 その通りです。 

 

 子どもを主人公にした遊び場というか、屋根のある公園ということでそこにい

ろんな人たちが関わるという想定ではあったが、そういうふうに伝わってしまっ

たり解釈されていることがあるということですよね。 

 

諏訪人権擁護委員協議会茅野市地区部会から 

  

今の中学校の部活のことに関しては、なかなかやっぱり関心を持てていなくて

申し訳ないですが、先生方の負担を減らすということから、地域移行というの

ができているかと思いますが、今のお話を聞いても、家庭の方で大分負担が

いくのかなと思いますし、指導者をどう確保していくのかなと思っているところ

であります。今日の会議の中で話がありました専門委員会の報告も永嶋さん

がおっしゃっていた話を聞くと、なんかわくわく感を持ってやっていらっしゃった

のかなということを思いまして、ぜひ話を進めていっていただければいいなと

いうふうに、私も期待をしたところであります。それからこども館のことについ

ても、実際にどんなふうにされているかよく存じ上げなくて申し訳ないですが、

やはりいろいろ社会変わっているというところもあって、３ページにありました

ような、今後のあり方のところになるように、ぜひこういうふうに、なぜ地域に必

要なのか、またこども館が解決できる課題は何かという、ここに書いてあります

けれども、この部分を大切にして検討していただきたいなと思ったところであり

ます。どちらにしても、これから話し合いが進んでいいものができていくのでは

ないかなと。また自分の立場からのお話を１つだけして終わりにしたいと思いま

すが、人権擁護委員というのは人権啓発活動とか、相談というような業務があ

りますが、最近感じるのはですね、子どもたちからの相談というのを受けるん

です。このようなSOSミニレターというのが、全小学生中学生に配布をしてい

る。子どもたちからの相談も受けますが、大人からの相談も受けたりします。茅

野市のということでは全くありませんけれども、いろいろ関わっている大人から

の相談を聞いていて最近ちょっと思うのが、その方々の背景に子どもの頃の虐

待がかなり深くかかわっているのかなというのを感じます。私もこの立場にな

って改めて実感しているところであります。このどんぐりプランが、いろんな人

が関わってこういったことが進められるということがあるわけですから、そこの

ところに期待をしているところであります。 

 

茅野市スポーツ協会から 

 中学の部活の地域展開ということで、スポーツ協会の方ではここしばらく話

題に上ることがあった。多い話題だったんですけど、今回地域クラブ登録とい

うことで、各スポーツの団体が受け皿になるようにというような形で動きをとっ

て、バレーであったり、軟式野球であったり、サッカーであったり、地域クラブの

申請をしているところはすでに申請が終わっているところもある。そういう地域
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

幼児教育課長 

 

 

 

のクラブが徐々に受け皿になり得るんだなというのがわかってきました。やはり

その点、指導者は指導者の確保の問題であったりとか、その指導者に来てもら

うにあたっては月謝をいただくということがどうしても発生したりするので、金

銭的に負担が増えたりとか、保護者の人が必ず送迎してもらうというような条

件がついたりということになってくると、仕事を持っているお父さんお母さんの

負担はやっぱり増えるなとは思うんですけど、ただ、子どもたちがそのスポーツ

をやりたいという機会がなくなってしまう。そういう状況や条件が許せないとい

うことで、なくなってしまっていったら、かわいそうだなと感じています。ちょっと

地域展開の話とは違いますが、市の施設である陸上競技場の更新する予算が

つかなかったということで、今年11月30日までで、茅野市陸上競技場は、公認

記録というのがつかなくなってしまう。そこで出た記憶は上位の大会にはいけ

ないというようなことになってしまうので、公認の取れる競技場、伊那とか松本

に行くような対応になる。諏訪地域では、公認のつく陸上競技場はもうなくなっ

てしまうので、よそに行くとかよその会場に行って大会を開催するとか、そうい

う状況になってきてしまう。今日の機会に、ちょっと皆さんと共有できればと思

って、陸上をやりたい子のことを考えるとやっぱり厳しい状況になってきてま

す。 

 

茅野市PTA連合会から 

 私の子どもは６年生で４月から中学生になります。部活ですが、違う中学校に

のサッカー友達に、部活がなかったのでクラブチームの方に行くと聞いていて、

今進んでいるので中学の部活というのは考えてなかったんですが、中学校の

説明会があったときに、校長先生の方から部活について、今年はあるけど来年

は途中で土日がなくなったりとか、いろんな説明を受けて、私の友達というか

お母さんたちが、これから子どもたちが部活を３年間続けることができないなら

どこに行ったらいいのか。なんていうことを、今すごく悩んでいるっていうのを

聞きました。 

 

茅野市食生活改善推進協議会 

 私も子育ては終わっているんですけれど、こども館というのは学校の近くに

はあるんですけれど。学校から家に帰る途中にある子どもは寄れるんだけど、

反対側に帰る子どもたちが家へ帰ったら、わざわざそこまで遊びに行くという

ことはしないと思う。それから、さっきの誰でも保育についても泉野は、私にす

ればすごく遠いところで結局そういうのがあって送り迎えに30分も40分もか

かるんだったら、そんな大変なことをするより家に置いとこうかとか、送迎とか

を少し考えていろんなことが決めていただけるような行政、そういうシステムに

なればいいかなというのをちょっと思いました。これから、茅野市に住んでいる

子どもたち、それから親がこれからもずっと茅野市にいたいと思えるような子

どもたちのためになることができればいいかなと思います 

 

 今の部分で、どこでも誰でも通園すると、今みたいなことを聞いて、見直して

いくというか何か予定というのが入っていますか。ここで設置して終了ですか。 

 

 まだ、ニーズがわからないものですから、まず、今後始めていく中で利用者

のニーズもお聞きし、また現場の保育士の声も聞きながら、拡充等も考えてい

きたいと思っております。 
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読書の森 読りーむinちのから 

 今日のご説明の中で、どんぐりプランのやさしい版ですね。子どもたちの意見

を聞くというような言葉が出てきましたけれども、中学生、小学生が主体になっ

て企画できるような、やさしい版を是非作っていただきたい。茅野市小中学生

は、自主的にいろいろ企画したりできるお子さんが多いのではないかなと思

う。読書のつどいも、小中学生が自分で手を挙げて当日の運営を全部やって

いる素晴らしい会がありました。見ていると、今の小学生、中学生ってすごいな

と私感心しました。ぜひこれやさしい版には、そういった小学生、中学生への意

見も取り入れて欲しいし、或いは子どもの権利条約。茅野の子どもたちは、どう

いうふうに話をするのかな。先ほどの人権擁護委員の伊藤さんがお話しました

けど、やはりそういったことをね、きちんと子どもたちと話し合える説明できるよ

うな環境。やっぱりそれが私は必要だと思います。あと、こども誰でも通園制度

ですが、本当に子どもたちは赤ちゃんの頃を親から、どういう育て方をされた

かによって、その子の人生ってすごく変わると思うんですよ。そういう意味で、

週１回、お母さんも子育ちのお稽古ができるように最初は親御さんと一緒。そ

の分ほどお子さんだけというお話ありましたけれども、ぜひ親子、保育士、その

専門家がね、意見を聞ける時間、そういうのを大切にしていただけたらと思い

ます。月10時間ですから時間は十分に取れると思いますので、そのあたりのと

ころを私は考えていただきたいなと思いました。あと、こども館ですが、私玉川

こども館の幹事です。玉川はこども館運営委員幹事会でこども館の年間の行

事を決めています。月１回土曜日に、おはなし会、つくってあそぼうを一緒にや

っているが、その担当を玉川地区の保育園と、小学校の保護者の方が担当し

ているんです。だから必ずその担当の人は、月1回の利用があるし、子どもたち

も一緒に来たり、また他の子どもたちも、毎回、人数はいろいろですけれども、

１月、２月末の冬の遊びの、凧揚げは本当に感動です。自分たちで作った凧を

田んぼのあぜであげるという。毎年やっているが、このリピータープラス初めて

の子どもたち、大人も子どもも一緒になって、昔の遊びを楽しんでいるんです

けど、そういったところは絶対なくしてはいけない。私も普段、このこども館で

打ち合わせをしたりするので、使っています。なぜかというと、大人も使えると

ころだと。あともう１つは、本館、分室の機能としては、これは私の方からです

か。本館がもう少し、10館の分室を丁寧に見る必要があると思う。とにかく分

室の本が古い。分室像のあり方を考えるときには、そのことも重要になると思う

ので、ぜひ連動していただきたい。 

 

茅野市教育委員会から 

 私が最近感じるのは子どもだけではなく、大人も全て学ばなければならない

ということです。社会が大きく変化しているので、今までの常識が通らないとい

うことが多いと思います。なので、ちょっと頭をやわらかくして物の見方を変え

ていかなければいけないなと、いろんな会議とか研修を聞いて毎回思っていま

す。そして、地区こども館についてですが、10地区が行政一律にこうしなさい

ではなくて、地区のメイトさんなりや、その地区に関わっている皆さんが考えて

この地区はこうしましょうというふうな方向でいって全然良いと思う。あとは、ど

んぐりプランですけれども、関わる人が増えることで、どんぐりプランを自分事

として考える人が増えるというのがあったんですけれども、本当にそうだなと思

って、何かどんぐりプランを作っても、結局利用する人たちは、何これというの

がまだまだ多いと思うんです。なので、本当にいろんな方からの意見を取り入

れて、自分ごととして考えられるようなものになっていければすばらしいのかな
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と思いました。 

 

茅野警察署から 

 お話を聞いて警察の視点からですね、子どもの非行等を防止するためには

やはり良い環境が必要であると思われます。そのような良い環境を作るために

ですね、今回のような、会議を開いて市民から意見を送りつつ、その必要性を

考えています。このような積極的な計画は素晴らしいものだと思います。また、

部活の話が出たと思いますが、少年の中には部活がなくなって目標を見失っ

てしまって、非行に走るものも実際におります。ですので、子どもが夢中になれ

るようなものを見つけてあげるような、地域、行政が支援して良い関係を作っ

ていくことが今後必要なのかなと思っています。 

 

長野県子ども・若者育成支援推進本部諏訪地方部から 

 よろしくお願いします。一応県といたしましては部活動の移行につきましては

県教育委員会が主体となりました関係機関とともにですね、令和８年度末には

まず休日の地域移行を完了させるということを基本目標として取り組んでいる

ところです。地域振興局ですからなかなか中学校の部活というところにはなか

なか関りはないのですが、昨年の12月に諏訪地域の中学校バスケットボール

チームが全国大会に出場するということで表敬訪問に見えられまして、そのと

きちょっとその中学生の子どもたちとお話さしていただいたんですが、基本的

に諏訪地域なんですけどババスケットボールのチームが組めないぐらい子ども

がいないという話で、そのメンバーを聞くと結構下伊那の松川町の方から来て

たりだとか、なかなかそういうすごい広範囲にわたっていまして。保護者の方

が、下伊那の方から諏訪まで送り迎えを高速を使ってやっているということ

で、それが週３回練習あるということで週３回、飯田の方から諏訪まで高速を

使って子どもを送り迎えしているということ。なかなか経済的にも本当に大変

ですねというお話をさしていただいたところで、ただ、経済的に大変というのも

ある面で、今やはり技術がすごい進歩していて、携帯電話で、テレビ電話をし

ながらオンラインでバスケットボールの指導を受けたりとかそういうこともでき

るので、いい面もありますとは言ってはいるんですがもう本当に時代が変わっ

てきているなと思っています。うちの息子は今高校生ですが、中学のときに野

球とサッカーと、吹奏楽があるぐらいで、息子は陸上をやりたかったんですけ

ど、陸上の部活がないからやることないという話でゲームの方に進んでしまっ

た。今eスポーツが出てきたので、そっちで頑張りたいみたいなことを言ってゲ

ームばっかりやっているんですけど。それを本格的にやるって言ったところで、

それを指導する人は誰だってなったときに、指導できる人がいないとかという

こともあってメジャースポーツはまだ地域移行で教える方がいると思うんです

けど、そういったちょっとマイノリティーのスポーツに関してのことももう少し考

えていかなければいけないなと個人的に思っています。 

 

茅野市園長会から 

 みなさんの話を聞く中で、保育園としてはと考えた時に、保護者の方から相

談される内容の１つとして、子どもの生活リズムがなかなか整わない。夜遅くま

で起きていて、朝起きられないため悪循環となる。登園がぎりぎりになり、保育

園のスタートが慌てることになる。また、子ども達はスマホやYouTube を見る

ことが好きで、やめられない状況になることもある等、様々な悩みを相談してき

ます。その中で保育園としは、安心安全に楽しく過ごすことを大事にしながら、



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日保育士体験や参観日などを通して、生活リズムの大切さ、子ども達が好き

な遊びやわらべうたを一緒に体験したり、絵本の大切さ等を伝えたりしながら

進めています。保護者のみなさんと一緒に子どもの姿を共有し、成長を喜び合

いながら、保育園生活が子ども達にとって楽しいものとなるようにしていきたい

です。地区こども館のあり方検討についても、永明小中学校、こども館、ちの保

育園は恵まれた環境の中にあるので、その環境を生かしていきたいと思ってい

ます。先日、分室に出向きお話し会を楽しんできました。今度は絵本を借りに

行くことを楽しみにしている子どもたちです。保育園としても身近にある施設を

大事にし、メイトさんと共有しながら計画をして、子ども達にとって楽しい時間

が過ごせるように進めていきたいと思っております。 

 

市内高等学校から 

 前回私、最近学校から家庭に連絡しても返してくれない保護者が大分増えて

いるという話をしたんですけども、昨今生徒と接していて感じるのは特性の問

題で苦戦してるかなと思って接してきたんですけど、昨今どっちかというと愛

着、アタッチメントの問題かなと思いつつ、合理的配慮をしているところです。

少し話が変わりますが、最近物価が上がっていて、子育てしにくいといいます

か、生活が窮屈してる場合もあるんだろうなというふうに思っていまして、愛着

の問題ですとか生活が苦しい場合、なかなか接してる言葉がかわいくなかった

りしています。先ほどヒアリングの話ありましたけど、例えば地区こども館は、利

用者が限定される中で、その一部の利用者の声を取り入れていくということ

も、どうかなという感じもしています。私が危惧してるのは、れぞれたくさん事

業を抱えている中、また、県の方もいくつか事業をやってるというふうに思いま

す。市役所の中でも、それぞれの部署でやってるかと思ってまして、民間でも、

それぞれの役割を果たしていますし、茅野市は市民活動も比較的活発なんじ

ゃないかなという、感触もっているんですけども。教育に関して言うと、茅野市

さんは、教育の部署が他の市町村さんと比べて一人一人見てくださっていま

す。ヒアリング、どの方の意見を聞いていくかということについて、私自身は行

政を行う人たちの隣の部署との意見交換が、大事といいますか、プロの方の意

見交換も大事かなというふうに思っていて。このような審議会で外部の意見も

そうなんですけど、内部の会合を開いて、ふやしていくということの方が、財源

の問題もありますし、働き方改革がありますし、もうその事業をふやしていくこ

とはなかなか難しいんじゃないかなという感じがしています。ついては、このど

んぐりプランという迷ったときの方向を示してるなと思いますので、行政として

の役割といいますか。目標といいますか、指針になるプランで持続可能な指針

になって欲しいなと思っています。 

 

諏訪児童相談所から 

 児童相談所の方では非常に大変、茅野市の皆さんにお世話になっておりま

す。本当にいろんなケースの共有を茅野市さんとさせていただく中で、いろん

なサービスがあったり、本当にすごいなと思っているんですけど、やはりこうい

った議論を重ねてきて、仕組みができてるというところが大きいのかなと思った

りしております。ただその少子化で子どものニーズはもっと減っているんです

けども、何故か児童相談所のケースは減らないですしもちろんこども課さんの

ケースも減らないというところで、やはり支援が必要な親御さん家庭は本当に

増えてるというか高止まりの状態というのがあります。本当に今あの時、時代

が変わってきてという話もありましたけれども、もうひとり親さんだったりとかで
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すね、親族の支援が得られないとか、そういった親御さんが本当に残って、働

きながら子育てをしてるというような、状況があってやっぱり特別な人が支援

を受けるんじゃなくて、通常モードだというような時代になってるのかなという

のはちょっと感じているところです。その中でも、虐待の話もありましたけれど

も、重篤な虐待になって児童相談所に来るというのは、言ってみれば一部なん

ですけども、ひどい虐待まではいかない地域で生活しているというか、本当に

時代かなと思っていますので、支援が事業で減らしていかなきゃいけないとい

うのはあるんですけど、支援の上には、できるだけ多く多様な方がいいのかな

というのは児童相談所の立場からすると思います。運営の問題があると思うの

でそうもいかないと思うんですけども、本当に重篤になる前に何とか地域の中

で、家庭を離れずに、お子さんたちがこの地域でお持ちになって、それをサポー

トしていくという地域づくりはとても大事なんだろうなと思っているところです。

ますますこの提案の方には期待したいと思っているところです。 

 

4 その他 

(１)福祉医療費給付等事業費の制度改正について 

【追加配布資料】により制度改正について説明 

 

(２)その他 

 子ども家庭応援会議の委員の任期のことですけれどもこちら２年となってお

りまして今年度２年目となります。委員の皆様には様々なお立場からご意見い

ただき、本当にありがとうございました。来年度の委員さんですが各団体から

選出されている委員さんにつきましては、来年度もそれぞれ団体様に当て委員

選出の依頼をお願いしたいと考えております。先ほどのどんぐりプランの話の

中でもありましたけれども、様々な方に関わっていいただくことで自分ごととな

っていくというところもありますので、ぜひ会長さんとかだけではなく、いろんな

若い方だったり、女性の方だったりいろんな方に参加していただきたいと思っ

ておりますので、依頼が届きましたら選出をよろしくお願いします。 

 

５ 閉会 

 

 

 


